
古
事
記
校
訂
に
お
け
る
為
起
と
宣
長

宣
長
手
沢
本
古
事
記
上
巻

↓
Φ
×
ε
巴
ρ
三
9
ω
ヨ
。
賄
内
。
」
涛
一
び
く
O
巻
日
9
↓
座
員
8
匹

千
　
葉
　
真
　
也
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本
居
宣
長
記
念
館
（
以
下
、
記
念
館
と
略
す
）
所
蔵
の
寛
永
版
本
古
事
記
、

す
な
わ
ち
宣
長
手
沢
本
古
事
記
は
、
京
都
遊
学
中
の
宣
長
が
宝
暦
六
年
に
十

匁
二
分
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
所
有
者
は
宣
長
以
前
に
少
な

く
と
も
二
人
あ
っ
た
。
初
め
に
伏
見
稲
荷
出
身
の
神
道
家
、
大
山
毛
起
で
あ

り
、
次
い
で
松
尾
大
社
の
社
司
、
山
田
氏
で
あ
る
。
宣
長
手
沢
本
古
事
記
に

は
宣
長
の
記
し
た
書
込
と
付
箋
が
大
量
に
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
種
類

明
ら
か
に
宣
長
の
も
の
と
は
異
な
る
書
込
が
存
在
す
る
。
そ
の
書
込
の
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

は
、
こ
の
本
の
最
初
の
所
有
者
、
大
山
為
起
で
あ
る
。

　
為
起
の
書
込
は
本
文
校
訂
、
神
名
・
人
名
に
か
か
わ
る
考
証
、
山
崎
闇
斎

門
た
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
神
道
論
な
ど
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
本
稿
は

そ
の
中
の
本
文
校
訂
に
関
す
る
部
分
を
紹
介
し
、
宣
長
の
古
事
記
研
究
と
の

関
連
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
注
一
）
書
込
中
に
四
箇
所
ほ
ど
「
為
起
按
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
千
葉
は
書
込
の

　
　
筆
者
を
大
山
半
夏
と
推
定
し
て
平
成
四
年
四
月
の
玉
屋
学
会
で
発
表
し
た
。
そ
の
後

　
　
伏
見
稲
荷
大
社
所
蔵
の
自
筆
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
筆
跡
を
確
認
す
る
機
会
を
得
、

　
　
宣
長
手
沢
本
の
「
為
起
」
が
大
山
為
起
で
あ
り
、
宣
長
手
沢
本
古
事
記
は
二
二
校
訂

　
　
本
古
事
記
と
称
す
べ
き
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら

　
　
に
古
事
記
と
同
時
に
宣
長
が
購
入
し
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
寛
永
版
本

　
　
旧
事
紀
に
も
為
起
が
さ
ま
ざ
ま
の
書
込
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
記
念
館

　
　
本
旧
事
紀
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
本
居
宣
長
手
沢
本
旧
事
紀
ま
た
は
大
山
為
起
校
訂
本

　
　
旧
事
紀
に
つ
い
て
」
（
伏
見
稲
荷
大
社
発
行
『
朱
』
三
十
六
号
）
で
や
や
詳
し
く
述

　
　
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
記
念
一
本
古
事
記
に
お
け
る
四
三
の
書
込
は
、
既
述
の
通
り
本
文
校
訂
に

限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
宣
長
の
古
事
記
研
究
に
摂
取
さ
れ
た

の
は
、
管
見
で
は
ほ
と
ん
ど
本
文
の
校
訂
に
限
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
の
稿

本
を
含
め
て
古
事
記
伝
の
全
体
を
精
査
し
な
け
れ
ば
断
定
は
で
き
な
い
。
だ
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が
、
た
と
え
ば
、
神
世
七
代
の
神
々
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
議
論
の
ご
と
き

を
、
宣
長
が
取
り
入
れ
る
可
能
性
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
「
金
神
者
四
神

有
、
水
火
木
土
ミ
ナ
四
神
ツ
」
ノ
道
理
ナ
リ
、
書
ヲ
チ
タ
ル
ト
ミ
エ
ル
也
」

（
上
・
五
日
）

　
そ
れ
に
対
し
て
、
為
起
に
よ
る
本
文
校
訂
は
古
事
記
伝
の
中
で
し
ば
し
ば

一
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
と
き
に
は
（
あ
ま
り
そ
の
例
は
多
く
な
い
が
）
宣

長
が
そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
記
伝
の
説
が
現
在
の

研
究
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
も
、
ま
っ
た
く
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
寛
永

版
本
中
巻
の
大
量
の
脱
文
に
つ
い
て
は
、
為
起
が
「
家
伝
ノ
本
」
（
中
・
二
〇

オ
書
込
）
に
よ
っ
て
貼
り
つ
け
た
付
紙
が
宣
長
の
底
本
と
な
る
。
古
事
記
本

文
に
関
す
る
聖
算
の
仕
事
が
宣
長
の
古
事
記
学
形
成
に
は
た
し
た
役
割
は
無

視
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
為
起
に
よ
る
本
文
校
訂
を
細
大
洩
ら
さ
ず

取
り
上
げ
、
そ
れ
と
古
事
記
伝
の
関
連
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
ま
ず
、
凡
例
的
な
こ
と
を
述
べ
る
。
記
念
館
本
古
事
記
の
書
込
に
は
為
起

に
よ
る
も
の
と
宣
長
に
よ
る
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
書
込
の
筆
者
の
識

別
は
筆
跡
・
内
容
・
書
式
な
ど
に
よ
っ
て
大
体
は
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

本
文
校
訂
に
お
け
る
両
者
の
書
式
　
　
そ
れ
は
同
時
に
こ
こ
か
ら
先
の
私
の

書
式
に
反
映
す
る
の
だ
が
　
　
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
為
重
は
改
訂
す
べ
き
文
字
の
上
に
朱
色
の
○
印
を
つ
け
る
。
文
字
が
脱
落

し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
そ
れ
の
あ
る
べ
き
位
置
に
や
は
り
朱
色
の
○

印
を
書
き
入
れ
る
。
為
起
の
案
は
改
訂
す
べ
き
文
字
の
右
傍
ま
た
は
聖
堂
の

行
間
、
あ
る
い
は
上
下
い
ず
れ
か
の
欄
外
に
、
お
お
む
ね
朱
で
示
さ
れ
る
。

注
釈
的
な
事
柄
は
墨
書
を
原
則
と
す
る
。
文
字
の
位
置
は
上
欄
外
と
い
う
こ

と
が
多
い
が
、
原
則
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。
文
字
の
右
傍
ま
た
は
左
肩
の

選
択
も
そ
の
場
の
状
況
に
よ
る
。
訓
点
や
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
が
あ
っ
て

一
方
の
行
間
が
狭
く
な
っ
て
い
れ
ば
、
余
裕
の
あ
る
ほ
う
を
選
ぶ
と
い
う
程

度
に
見
え
る
。
旧
事
紀
と
延
見
本
を
主
に
、
一
部
で
「
家
伝
之
本
」
を
参
照

し
て
い
る
が
、
出
典
を
明
示
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

　
宣
長
は
問
題
の
あ
る
文
字
の
上
ま
た
は
近
傍
に
墨
で
○
印
を
付
け
る
。
為

起
は
文
字
の
改
訂
す
べ
き
も
の
を
示
し
た
が
、
宣
長
の
場
合
は
延
警
守
・
真

福
寺
本
な
ど
参
照
し
た
諸
本
と
の
異
同
を
示
す
と
こ
ろ
に
主
眼
が
あ
る
。
丸

印
は
為
起
の
も
の
よ
り
小
振
り
で
あ
る
し
、
朱
と
墨
の
違
い
が
あ
る
の
で
紛

れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
何
も
印
を
付
け
ず
、
文
字
だ
け
を
記
入
す
る
こ

と
も
多
い
。

　
さ
て
宣
長
の
持
っ
て
い
た
古
事
記
に
は
す
で
に
為
起
の
書
込
が
あ
っ
た
。

宣
長
は
最
初
か
ら
異
文
つ
き
で
（
と
い
っ
て
も
校
本
と
ま
で
は
い
か
な
い
）

寛
永
版
本
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
外
に
宣
長
は
次
の
よ
う
な
本
を

参
照
し
た
。

　
第
一
に
宝
暦
一
四
年
正
月
に
度
会
延
佳
の
竈
頭
古
事
記
、
宣
長
は
「
ノ
ブ

（
ノ
ブ
）
」
と
表
示
す
る
。

　
次
に
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
に
「
或
本
」
、
こ
れ
を
「
イ
」
と
表
示
す
る
。

　
第
三
に
村
井
敬
義
所
蔵
の
古
写
本
を
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
見
て
い

て
朱
で
「
イ
」
と
表
示
す
る
。
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第
四
に
真
福
寺
本
を
写
し
た
本
を
天
明
七
年
に
見
て
い
る
。
真
福
寺
本
は

朱
で
「
寺
」
と
記
し
て
い
る
。

　
宣
長
は
書
込
に
あ
た
っ
て
で
き
る
だ
け
以
前
の
も
の
を
利
用
す
る
よ
う
に

心
が
け
た
よ
う
で
、
回
内
の
書
込
が
あ
る
場
合
、
「
ノ
ブ
」
と
か
「
寺
」
と

か
の
表
示
を
補
っ
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
為
起
が
旧
事
紀
と
馬
頭
古
事
記

に
よ
っ
て
い
る
の
は
宣
長
が
補
っ
た
出
典
表
示
で
わ
か
る
。
先
立
っ
て
書
込

が
な
け
れ
ば
そ
の
本
を
見
た
都
度
、
出
典
と
と
も
に
宣
長
が
書
き
付
け
る
こ

と
と
な
る
が
、
竈
頭
古
事
記
と
真
福
寺
本
か
ら
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
文

字
と
そ
の
出
典
は
同
じ
色
で
示
さ
れ
、
そ
の
結
果
真
福
寺
本
か
ら
の
も
の
は

為
起
の
書
込
と
同
じ
く
朱
色
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
紛
ら
わ
し
く
思
わ

れ
る
が
、
宣
長
は
真
福
寺
本
を
最
後
の
四
番
目
に
見
て
い
る
の
で
、
真
福
寺

本
か
ら
取
る
の
は
そ
の
独
自
異
文
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
ノ
ブ
」
と
か
「
イ
」

を
と
も
な
う
こ
と
な
く
、
必
ず
「
寺
」
と
い
う
表
示
と
と
も
に
記
さ
れ
る
の

で
混
同
は
生
じ
な
い
。

　
本
稿
は
為
起
に
よ
る
書
込
を
宣
長
が
ど
の
よ
う
に
摂
取
し
た
か
示
す
こ
と

を
主
眼
と
す
る
。
ま
ず
寛
永
版
本
の
本
文
の
必
要
な
部
分
を
掲
げ
、
丁
数
を

漢
数
字
で
、
表
裏
を
オ
・
ウ
で
、
行
数
を
算
用
数
字
で
示
す
。
問
題
と
な
る

文
字
は
寛
永
版
本
の
原
文
と
貧
土
の
案
を
対
照
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の
文

字
の
後
に
（
為
）
と
し
て
為
起
の
案
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
二
八
本
以

下
、
宣
長
の
参
照
し
た
も
の
が
共
通
す
る
本
文
を
も
つ
場
合
は
「
為
」
に
続

け
て
「
ノ
ブ
」
「
イ
」
「
イ
朱
」
「
寺
」
な
ど
と
記
す
。
為
重
と
一
致
し
な
い

場
合
は
別
に
示
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
為
起
の
書
込
の
位
置
は
状
況
次
第

で
決
し
て
一
定
し
て
い
な
い
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
位
置
の
如
何
に
は
目
を

つ
ぶ
る
。
な
お
古
事
記
伝
の
必
要
な
部
分
を
●
以
下
に
掲
げ
、
本
居
宣
長
全

集
の
巻
数
・
歯
数
を
漢
数
字
で
示
し
た
。

（一

j
天
之
御
中
主
神
【
言
忌
0
云
阿
麻
下
敷
此
】
・
四
ウ
2

高
－
天
（
イ
）
、
0
1
天
蘇
陽
（
為
）
1
下
天
（
ノ
ブ
～
寺
）

（
二
）
【
斎
堂
以
上
十
字
以
音
】
・
四
ウ
4

流
－
琉
（
為
・
ノ
ブ
）
1
流
（
寺
）

（
三
）
次
馬
豆
雲
0
野
神
【
止
】
・
五
オ
ー

O
l
上
（
ノ
ブ
・
寺
）
1
止
（
イ
・
イ
朱
）
、
止
－
上
（
為
）
ー
ナ
シ
（
ノ

ブ
～
寺
）
（
四
）
宇
比
地
通
0
神
【
止
】
・
五
オ
3

0
1
上
（
ノ
ブ
・
寺
）
1
止
（
イ
・
イ
朱
・
元
元
）
、
止
－
上
（
為
）

（
五
）
妹
雪
夜
【
止
】
詞
華
古
泥
神
・
五
オ
6

止
－
上
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
六
）
伊
予
国
命
愛
止
比
売
・
七
オ
6

止
1
【
上
】
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）

（
七
）
筑
紫
国
謂
白
日
車
止
・
七
ウ
3

止
1
【
上
】
（
為
）
ー
ナ
シ
（
ノ
ブ
・
イ
・
寺
）

（
八
）
【
自
天
喜
脇
詰
豊
宇
気
比
鳥
神
井
八
神
】
・
↓
○
オ
3

比
－
毘
（
為
）
1
比
（
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

●
【
自
蜂
鳥
予
報
豊
宇
気
当
売
玉
井
八
神
】
・
九
－
二
一
五
（
「
註
に
、
呼

売
の
毘
を
、
比
と
書
け
る
は
誤
な
り
、
今
は
一
本
に
従
ふ
」
）
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（
九
）
飼
旬
御
①
方
而
実
時
・
一
〇
ウ
ー

①
1
足
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
朱
）
一
是
（
寺
）

（一

Z
）
天
之
尾
羽
②
・
一
一
ウ
5

②
一
張
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
・
旧
）

（一

黶
j
伊
邪
那
岐
命
毛
桃
子
汝
如
助
語
・
＝
ニ
オ
4

造
－
告
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）
1
勅
（
旧
）

（一

�
j
青
人
草
之
落
苦
瀬
・
一
三
オ
5

瀬
－
獺
（
為
）

（
＝
二
）
患
惣
時
・
一
三
オ
5

惣
－
惚
（
為
）
1
③
（
イ
朱
・
寺
）
一
惚
（
旧
）

●
患
惚
時
・
九
－
二
四
七
（
「
旧
主
の
惚
を
惣
と
も
③
と
も
作
る
は
、

非
な
り
、
一
本
又
旧
事
紀
に
、
卒
に
杁
る
そ
よ
き
」
）

（一

l
）
次
於
投
0
流
左
御
手
・
一
四
ウ
2

0
1
棄
（
寺
）
、
流
－
棄
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
）

（一

ﾜ
）
於
○
中
灘
所
成
神
名
・
一
五
ウ
ー

O
l
水
（
為
・
ノ
ブ
補
）

（一

Z
）
上
津
綿
士
津
見
神
・
一
五
ウ
2

士
1
【
上
】
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
朱
）

（一

ｵ
）
曽
毘
良
題
者
負
千
人
之
靱
・
一
七
ウ
4

人
－
入
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

（一

ｪ
）
【
訓
入
云
能
理
】
・
一
七
ウ
4

入
－
人
（
為
）

み
な

（一

縺
j
堅
④
者
・
一
七
ウ
6

④
1
庭
（
為
・
ノ
ブ
）

（
二
〇
）
踏
建
而
待
問
・
一
七
ウ
8

待
－
話
（
為
「
日
本
紀
」
・
旧
・
日
）

（
二
一
）
何
故
上
来
通
江
須
佐
能
男
前
答
白
・
一
七
ウ
8

通
ー
ホ
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
二
二
）
【
道
尻
岐
閑
国
造
】
・
二
〇
オ
7

尻
1
⑤
（
為
・
ノ
ブ
）

（
二
三
）
【
三
杖
部
造
等
之
祖
也
】
・
二
〇
オ
7

杖
i
枝
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
二
四
）
取
天
安
河
西
河
0
0
上
之
天
堅
石
・
二
一
ウ
ー

O
O
l
之
河
（
為
）

（
二
五
）
天
香
山
之
真
男
麻
之
・
二
一
ウ
6

麻
1
鹿
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
）

（
二
六
）
為
縄
天
之
真
折
而
・
二
ニ
オ
7

折
－
析
（
為
）
一
折
（
ノ
ブ
）

（
二
七
）
又
食
物
乞
大
○
気
津
比
売
込
・
一
ゴ
ニ
オ
7

0
1
御
（
為
）
ー
ナ
シ
（
ノ
ブ
）

（
二
八
）
大
○
気
都
比
売
自
鼻
口
及
尻
・
二
一
ニ
オ
7

0
1
御
（
為
）

（
二
九
）
女
名
謂
櫛
0
名
田
比
売
・
二
四
オ
3

0
1
伊
（
為
）
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（
三
〇
）
彼
目
如
赤
加
賀
知
而
…
悉
常
血
燗
【
0
此
謂
赤
加
賀
知
者
今
酸
漿

者
也
】
・
二
四
オ
8

0
1
燭
（
為
）

（
三
一
）
答
白
恐
○
亦
不
覚
御
名
・
二
四
ウ
2

0
1
　
（
為
・
旧
）

（
三
二
）
取
成
其
童
女
而
判
御
美
豆
良
・
二
四
ウ
6

判
－
刺
（
為
・
ノ
ブ
）

（
三
三
）
故
随
告
而
如
此
設
備
待
之
時
・
二
五
霜
雪

告
－
詔
（
為
）

（
三
四
）
故
其
櫛
0
名
田
比
売
以
久
美
度
題
起
而
・
二
五
ウ
8

0
1
伊
（
為
）

（
三
五
）
瀕
迦
美
神
之
女
忌
日
阿
比
売
・
二
六
オ
6

日
一
日
（
為
・
ノ
ブ
）
、
阿
－
河
（
寺
）

（
三
六
）
此
大
国
主
神
之
兄
弟
八
十
神
坐
・
二
六
ウ
6

弟
－
事
（
為
「
旧
事
紀
」
）

（
三
七
）
於
大
穴
牟
遅
神
叩
侃
為
従
者
・
二
七
オ
ー

侃
－
袋
（
為
・
旧
）
1
⑥
（
ノ
ブ
）
1
⑦
（
寺
）

（
三
八
）
故
痛
苦
泣
伏
者
・
二
七
オ
5

者
一
　
（
為
）
1
者
（
旧
）

（
三
九
）
於
是
知
與
吾
挨
敦
多
・
二
七
ウ
2

挨
－
族
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
）

（
四
〇
）
補
我
悉
剥
我
衣
服
・
二
七
ウ
4

補
－
捕
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
四
一
）
取
其
水
門
捕
黄
敷
散
・
二
七
ウ
8

捕
－
蒲
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
）

（
四
二
）
故
其
菟
自
大
穴
牟
遅
出
・
二
八
オ
2

自
一
白
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
イ
・
イ
朱
）

（
四
三
）
難
負
侃
汝
命
尽
之
・
二
八
オ
3

偲
－
袋
（
為
・
旧
）
1
⑥
（
ノ
ブ
）
一
⑦
（
寺
）

（
四
四
）
於
是
八
上
比
売
0
八
十
神
言
・
二
八
オ
4

0
1
答
（
為
「
旧
事
紀
」
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
四
五
）
伯
伎
国
之
学
問
山
本
・
二
八
オ
6

間
－
向
（
為
「
旧
事
紀
」
）

（
四
六
）
請
神
○
産
巣
日
之
命
時
・
二
八
ウ
2

0
1
皇
（
為
・
旧
）

（
四
七
）
乃
遣
⑧
具
比
売
・
二
八
ウ
3

⑧
1
⑨
（
為
）
一
⑩
（
寺
）
、
具
－
貝
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
・
イ
朱
）

●
乃
遣
⑧
貝
比
売
・
九
－
四
三
三
（
「
⑧
は
、
蛆
を
＊
と
作
る
を
誤
れ
る
も

の
な
り
、
…
⑧
の
字
を
一
本
に
は
⑨
、
一
本
に
は
⑩
と
作
れ
ど
も
、
此
ら
の

字
、
介
虫
類
の
名
に
あ
ら
ね
ば
、
此
も
誤
り
な
る
べ
し
」
＊
は
虫
の
上
に
甘
）

（
四
八
）
蛤
具
比
売
命
作
活
・
二
八
ウ
3

具
－
貝
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）
、
命
－
令
（
寺
）

（
四
九
）
蛤
具
比
売
持
水
而
・
二
八
ウ
4

具
－
貝
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）
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古事記校訂における為起と宣長

（
五
〇
）
茄
矢
打
立
其
木
・
二
八
ウ
6

打
－
何
（
為
）

（
五
一
）
打
離
其
水
自
矢
・
二
八
ウ
7

水
－
氷
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）
、
自
－
目
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
五
二
）
即
折
其
木
而
・
二
八
ウ
8

●
即
折
其
木
而
・
九
－
四
三
九
（
宣
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
折
責
木
、

折
字
、
諸
本
折
と
作
り
、
今
は
一
本
に
依
れ
り
、
」
し
か
し
、
真
福
寺
本
以

下
の
諸
本
に
折
と
あ
る
も
の
は
な
く
、
宣
長
自
身
の
書
込
を
見
て
も
、
単
に

宣
長
の
筆
跡
で
「
折
力
」
と
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、
寛
永
版
本
の
「
折
」

に
対
し
て
為
起
は
「
サ
キ
テ
」
と
付
訓
ず
る
。
記
伝
本
文
が
「
折
」
を
「
サ

キ
」
と
訓
む
の
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
記
伝
の
い
う
一
本
は
為
業
の
訓
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
）

（
五
三
）
矢
刺
乞
時
・
二
九
オ
3

乞
－
之
（
為
「
旧
事
紀
」
・
旧
）

●
矢
刺
之
時
・
九
－
四
四
〇
（
宣
長
は
「
華
字
旧
印
本
延
佳
本
共
に
、
乞
と

作
る
は
誤
な
り
、
今
は
一
本
に
依
れ
り
、
旧
事
紀
に
も
之
と
か
け
り
」
と
述

べ
る
が
、
軽
焼
以
外
、
す
べ
て
乞
で
あ
る
。
）

（
五
四
）
須
勢
理
毘
売
出
見
為
自
合
而
・
二
九
オ
6

自
－
目
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
五
五
）
赤
来
日
夜
者
入
呉
公
蜂
室
・
二
九
ウ
3

赤
－
亦
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
・
寺
）
1
復
（
旧
）
、

（
五
六
）
亦
鳴
⑪
射
入
生
野
時
・
二
九
ウ
4

⑪
1
鏑
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
五
七
）
落
隠
入
之
聞
・
二
九
ウ
8

聞
－
間
（
為
「
旧
事
紀
」
・
ノ
ブ
）

（
五
八
）
汝
庶
兄
弟
者
追
伏
坂
之
早
尾
・
三
〇
ウ
6

弟
ー
ナ
シ
（
為
「
此
字
旧
事
紀
二
元
」
・
旧
）

（
五
九
）
所
生
子
理
解
狭
木
俣
・
三
一
オ
7

狭
一
挟
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
）

（
六
〇
）
夜
盲
塁
壁
能
加
⑫
能
美
吊
身
波
野
斯
麻
久
ホ
ニ
ニ
ー
ウ
2

⑫
1
微
（
為
・
ノ
ブ
）

（
六
二
）
夜
知
覚
卒
業
迦
⑫
能
美
許
靱
性
延
久
佐
能
・
三
ニ
オ
8

⑫
1
微
（
為
・
ノ
ブ
）

（
六
三
）
宇
良
須
能
登
理
劔
・
三
ニ
ウ
ー

劔
一
叙
（
為
・
ノ
ブ
）
1
⑬
（
イ
朱
）

（
六
四
）
麻
知
富
許
能
迦
⑫
能
美
許
登
許
登
能
迦
多
理
重
圏
母
・
三
三
オ
2

麻
1
夜
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）
、
⑫
1
微
（
為
・
ノ
ブ
）
、
碁
－
其
（
為

・
ノ
ブ
）

（
六
五
）
游
岐
都
登
理
牟
那
美
流
翌
翌
婆
多
々
藝
母
許
母
布
佐
婆
受
・
三
三

ウ
3

游
－
涙
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）

（
六
六
）
斯
米
許
召
母
・
三
三
ウ
6

召
－
呂
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
六
七
）
阿
佐
阿
米
能
疑
理
ホ
多
々
牟
劔
・
三
四
オ
4
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劔
－
叙
（
為
・
ノ
ブ
）
1
⑬
（
イ
朱
・
寺
）

（
六
八
）
許
登
能
加
多
雪
同
軸
母
・
三
四
オ
6

碁
－
其
（
為
）
1
基
（
ノ
ブ
）

（
六
九
）
夜
和
富
許
能
加
微
・
三
四
オ
7

和
－
知
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
七
〇
）
天
之
甕
生
神
之
女
・
三
五
ウ
5

生
－
主
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）

（
七
↓
）
天
日
腹
大
科
度
美
○
・
三
六
オ
4

0
1
神
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
七
二
）
遠
津
山
岬
○
帯
神
・
三
六
オ
6

0
1
名
（
為
）

（
七
三
）
此
者
神
0
産
巣
日
神
之
御
子
・
三
六
ウ
4

0
一
皇
（
為
）

（
七
四
）
故
ホ
自
上
於
神
産
巣
日
御
祖
命
・
三
六
ウ
5

自
一
白
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
七
五
）
山
田
之
首
富
騰
・
三
七
オ
3

首
－
曽
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
七
六
）
嬰
神
活
須
毘
神
之
女
伊
怒
比
売
・
三
七
ウ
2

活
須
毘
－
須
沼
比
（
為
・
旧
）
1
活
須
沼
毘
（
ノ
ブ
）

（
七
七
）
亦
名
大
戸
比
売
神
此
0
者
諸
人
隠
士
竃
神
者
也
・
三
七
ウ
7

0
1
二
神
（
為
「
旧
事
紀
」
）

（
七
八
）
次
大
士
神
亦
名
土
之
御
祖
神
・
三
八
オ
4

士
一
土
（
為
・
ノ
ブ
）

（
七
九
）
故
遣
天
菩
比
神
者
及
媚
付
大
国
主
神
・
三
九
ウ
2

及
－
乃
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
八
0
）
亦
使
何
神
之
告
・
三
九
ウ
5

告
一
吉
（
為
）

（
八
一
）
故
可
射
殺
出
進
・
四
〇
ウ
2

出
－
云
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
～
寺
）

（
八
二
）
美
須
○
流
通
阿
那
陀
麻
波
夜
・
四
ニ
オ
7

0
1
麻
（
為
・
ノ
ブ
）

（
八
三
）
故
ホ
便
天
迦
久
神
・
四
ニ
ウ
7

便
－
使
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
八
四
）
往
大
御
之
前
・
四
三
オ
8

大
御
一
御
大
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
・
上
三
六
丁
）

（
八
五
）
於
是
是
亦
白
云
・
四
三
ウ
5

是
ー
ナ
シ
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）
、
云
－
之
（
寺
）

（
八
六
）
千
列
石
・
四
三
ウ
7

列
－
引
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
八
七
）
迫
到
神
科
野
国
・
四
四
オ
4

神
－
於
（
為
「
旧
事
紀
」
・
旧
）
ー
ナ
シ
（
ノ
ブ
・
寺
）

（
八
八
）
於
百
不
足
八
十
⑭
柱
隠
而
・
四
四
ウ
7

手
－
千
（
為
）

（
八
九
）
是
我
所
焼
火
者
0
高
天
原
者
・
四
五
オ
7
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焼
－
燧
（
ノ
ブ
・
寺
）
1
焼
（
旧
）
、
O
i
於
（
為
・
旧
・
寺
）

（
九
〇
）
拷
縄
之
千
尋
縄
打
莚
・
四
五
ウ
2

莚
－
莚
（
為
）
1
延
（
旧
・
ノ
ブ
）

（
九
一
）
佐
々
和
佐
和
通
控
依
脱
営
・
四
五
ウ
3

々
ー
ナ
シ
（
為
「
旧
事
紀
元
」
・
ノ
ブ
～
寺
）

（
九
二
）
打
竹
之
之
登
窯
々
登
遠
々
通
・
四
五
ウ
4

之
ー
ナ
シ
（
為
「
旧
元
」
・
ノ
ブ
・
寺
）

（
九
三
）
復
罵
言
向
和
平
・
四
五
ウ
5

向
－
白
（
為
）

（
九
四
）
詔
太
子
正
勝
必
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
命
令
平
詑
・
四
五
ウ
7

令
－
今
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）

（
九
五
）
日
子
番
六
気
々
藝
○
ホ
此
豊
葦
原
水
穂
国
・
四
六
オ
6

0
1
命
（
為
）
、
ボ
ー
命
（
ノ
ブ
・
寺
）

（
九
六
）
汝
者
難
有
手
弱
女
人
・
四
六
ウ
3

有
ー
ナ
シ
（
為
「
旧
事
紀
有
字
元
」
）

（
九
七
）
ホ
天
児
屋
命
0
布
刀
玉
命
・
四
六
ウ
7

0
1
天
（
為
）

（
九
八
）
手
力
男
神
者
二
佐
那
那
可
也
・
四
七
ウ
ー

懸
－
縣
（
為
「
旧
事
紀
」
）

（
九
九
）
【
二
女
君
等
之
祖
】
・
四
七
ウ
3

ニ
ー
猿
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（一

Z
〇
）
天
忍
日
命
天
0
津
久
米
命
・
四
八
オ
ー

O
I
⑮
（
為
）
ー
ナ
シ
（
ノ
ブ
）

（一

Z
一
）
天
0
津
久
米
命
【
此
者
久
米
直
等
之
祖
也
】
・
四
八
オ
4

0
一
⑮
（
為
）
ー
ナ
シ
（
ノ
ブ
）

（一

Z
二
）
故
0
此
地
其
意
地
・
四
八
オ
6

0
1
謂
（
為
・
旧
）
、
其
－
甚
（
寺
・
ノ
ブ
）
ー
ナ
シ
（
旧
）

（一

Z
三
）
亦
其
神
御
名
等
差
員
仕
奉
・
四
八
ウ
2

員
一
負
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

（一

Z
四
）
猿
女
君
等
員
其
援
田
毘
古
之
男
神
名
而
・
四
八
ウ
2

員
一
負
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

（一

Z
五
）
阿
品
詞
【
此
三
字
以
音
舌
君
】
・
四
八
ウ
4

那
－
邪
（
ノ
ブ
）
1
耶
（
寺
・
イ
）
、
君
－
名
（
為
・
ノ
ブ
）

（一

Z
六
）
比
良
天
具
【
自
比
量
書
舗
昔
】
四
八
ウ
5

天
1
夫
（
ノ
ブ
・
寺
）
、
具
－
貝
（
ノ
ブ
）
、
天
－
夫
（
ノ
ブ
・
寺
）
、
昔
－

音
（
為
）

（一

Z
七
）
吾
欲
自
合
汝
奈
何
・
四
九
ウ
2

自
－
目
（
為
・
ノ
ブ
）
1
因
（
寺
）

（一

Z
八
）
故
是
以
至
千
全
・
五
〇
オ
6

千
一
干
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）
、
全
－
今
（
為
・
旧
・
ノ
ブ
・
イ
・
寺
）
1
金

（
イ
・
イ
朱
）

（一

Z
九
）
天
皇
命
等
之
御
不
言
也
・
五
〇
オ
6

御
－
命
（
為
「
旧
事
紀
」
）
1
御
命
（
ノ
ブ
・
寺
）

（一

黶
Z
）
塩
推
神
来
問
日
・
五
一
ウ
3

26136



千葉真也
推
－
椎
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

二
一
一
）
ホ
塩
推
神
云
我
為
汝
命
作
善
議
・
五
一
ウ
6

推
1
椎
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（一

齠
�
j
【
訓
香
○
云
加
都
良
木
】
・
五
ニ
オ
3

0
1
木
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

●
【
訓
香
木
云
加
都
良
木
】
・
一
〇
1
二
四
一
（
註
、
訓
香
木
云
々
、
旧
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

本
な
ど
に
、
訓
香
南
加
都
良
木
と
あ
る
は
、
香
木
な
る
木
字
を
、
誤
て
良

，
下
に
託
る
な
り
。
又
真
福
寺
本
子
心
本
な
ど
に
は
、
香
嚢
良
下
魚
に
木
画

あ
り
、
其
も
非
な
り
、
…
故
レ
今
は
一
本
に
従
ひ
つ
・
一
〇
1
二
四
六
）

（一

％
�
j
有
麗
壮
夫
【
訓
壮
夫
太
云
遠
登
古
下
敷
此
】
・
五
ニ
オ
6

太
ー
ナ
シ
（
為
「
衛
字
欺
」
・
ノ
ブ
～
寺
）

（一

齊
l
）
乃
感
目
合
而
0
父
日
・
五
平
ウ
6

而
－
白
（
ノ
ブ
・
イ
・
イ
朱
）
、
O
l
白
（
為
・
寺
）

●
乃
見
感
目
合
而
白
父
日
・
一
〇
1
二
四
七
（
而
白
の
十
字
、
六
三
本
又
一

本
な
ど
に
は
無
し
、
【
旧
印
本
に
は
、
而
字
は
有
て
、
白
字
を
脱
せ
り
】
今

は
真
福
寺
本
又
一
本
に
有
に
よ
れ
り
二
〇
1
二
五
一
）

（一

鼬
ﾜ
）
於
内
⑯
入
而
美
智
皮
之
畳
敷
八
重
・
五
膳
ウ
8

⑯
1
率
（
為
）

（一

齪
Z
）
亦
絶
畳
八
重
・
五
色
ウ
8

絶
1
⑰
（
為
）
1
⑱
（
ノ
ブ
）

（一

齊
ｵ
）
二
間
此
間
之
由
奈
何
・
五
三
オ
7

間
－
国
（
為
）
1
問
（
イ
）

（
＝
八
）
頃
者
赤
海
⑲
魚
於
喉
・
五
三
ウ
2

赤
－
亦
（
為
・
イ
・
イ
朱
）

（
＝
九
）
於
是
探
赤
海
⑲
魚
之
喉
・
五
三
ウ
3

赤
－
亦
（
為
）

（一

�
Z
）
如
此
令
③
若
云
・
五
四
オ
2

若
－
苦
（
為
・
ノ
ブ
～
寺
）
一
著
（
イ
）
＊

＊
（
寺
・
ノ
ブ
・
イ
・
イ
朱
が
「
苦
」
、
も
う
ひ
と
つ
の
イ
が
「
著
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
墨
書
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
イ
が
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
か
不
明
で

あ
る
。
）

（］

�
黶
j
出
回
内
珠
而
今
溺
・
五
四
ウ
5

今
－
令
（
為
・
ノ
ブ
・
寺
）

（一

�
�
j
鵜
葺
草
⑳
不
合
命
・
五
五
ウ
4

⑳
1
葺
（
為
）

（一

�
O
）
渡
坐
千
常
世
国
・
五
六
オ
8

千
－
干
（
為
・
ノ
ブ
・
イ
朱
・
寺
）

①
～
⑳
の
異
体
字
は
次
の
通
り
。

①
足
　
　
⑤
尻
　
　
⑨
慰
　
　
⑬
劔
　
　
⑰
絶

②
張
　
　
⑥
岱
　
　
⑩
訓
虫
　
　
⑭
埆
　
　
⑱
施

③
惣
　
　
⑦
脩
　
　
⑪
鑓
　
　
⑮
穏
　
　
⑲
卿

④
魅
　
　
⑧
蟹
　
　
⑫
薇
　
　
⑯
⊥
攣
　
　
⑳
曹

37260


